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が描かれているのが，第 4 章以降の 3 つの章であ
る。
























































































































































































の談話がなされたのは 1957 年 8 月 26 日である。そ
して，（本書の記述が正しければ）板垣らの岸への
陳情はその翌日，27 日である。つまり時系列は逆
になっている。ここから浮かび上がるのは，次のよ
うなプロセスである。すなわち，板垣らの要請に岸
首相が応えたというよりは，政府の中でアジア研究
の体制を整える案が具体化され，首相が承認しつつ
あった中で，板垣らがそれに賛同し，岸と意気投合
するに至ったということであろう。有り体にいえ
ば，板垣らの首相に対する陳情がなかったとして
も，アジ研の誕生はほとんど曲げられない既定路線
だったはずである。
以上のような留保点をいくつか付けながらも，本
書は多くの読者に手にしてもらいたい労作であると
評者は考える。そしてまた，板垣與一の他にも，多
くの研究対象が（本書の著者を含む）現代史家に
よって取り上げられ，研究の蓄積が進めば，日本と
アジア関係の歴史に対する理解が深まっていくこと
は疑いない。そのような将来的な状況を期待させる
ような一冊である。　
（東京大学社会科学研究所准教授）
